
　

舞
台
は
阪
急
梅
田
駅
か
ら
茶
屋
町
方
面
へ
歩
き
新

御
堂
筋
を
東
へ
渡
っ
た
と
こ
ろ
、
梅
田
ゲ
ー
ト
タ

ワ
ー
な
ど
が
あ
る
大
阪
市
北
区
の
鶴
野
町
。
か
つ
て

こ
こ
は
南
浜
村
と
呼
ば
れ
、「
鬼
子
母
神
」の
愛
称
で

親
し
ま
れ
た
安
産
・
子
安
の
神
様
を
祀
る「
経
王
山

慶
住
院
」が
あ
り
ま
し
た
。
昭
和
50
年
代
に
高
槻
市

の
摂
津
峡
へ
移
転
し
て
い
ま
す
が
、
江
戸
時
代
は
、

遠
近
か
ら
参
拝
者
が
し
き
り
に
訪
れ
た
く
さ
ん
の
供

物
が
お
堂
の
前
に
並
び
、
近
く
に
は
茶
店
も
で
き
る

な
ど
大
変
な
賑
わ
い
を
み
せ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

鬼
子
母
神
と
は
、
も
と
も
と
仏
教
が
誕
生
す
る
前

か
ら
イ
ン
ド
で
信
仰
さ
れ
て
い
た
神
様
で「
訶
梨
帝

母
」と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
伝
説
に
よ
る
と
た
く
さ
ん

の
子
を
産
む
一
方
で
性
格
は
邪
悪
で
常
に
他
人
の
子

を
取
っ
て
食
べ
人
々
か
ら
恐
れ
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
仏
の
導
き
に
よ
っ
て
過
去
の
行
い
を
悔
い
改
め
、

安
産
・
子
育
の
神
と
な
る
こ
と
を
誓
い
仏
教
の
守
護

神
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
絵
を
見
て
わ
か
る
通
り
、
か
つ
て
は
今
の
都

市
景
観
か
ら
は
想
像
も
つ
か
な
い
ほ
ど
牧
歌
的
な
景

色
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
水
を
張
っ
た
田
ん
ぼ
に

は
空
の
青
が
映
え
て
清
々
し
く
、
田
植
え
が
始
ま
る

初
夏
の
頃
を
思
わ
せ
ま
す
。
苗
が
こ
れ
か
ら
実
を
つ

け
る
よ
う
に
、
こ
ど
も
が
無
事
に
成
長
す
る
こ
と
を

願
っ
て
こ
の
季
節
が
選
ば
れ
た
の
か
、
と
私
は
想
像

し
ま
す
。

　

大
坂
の
名
所
案
内
記『
浪
華
の
賑
ひ
』（
安
政
２
年
・

１
８
５
５
刊
行
）に
載
る
図
を
も
と
に
こ
の
絵
は
描

か
れ
て
い
ま
す
が
、
画
家
は
、
本
書
で
見
ら
れ
た
門

前
の
茶
屋
や
多
く
の
参
詣
者
を
省
略
し
す
っ
き
り
と

し
た
構
図
に
変
え
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の「
Ｚ
」の

よ
う
に
手
前
か
ら
奥
に
か
け
て
男
女
の
参
詣
者
を
連

ね
て
描
き
、
お
寺
の
方
へ
と
鑑
賞
者
の
視
線
を
誘
い

ま
す
。
画
面
左
側
に
は
、
幼
い
子
ど
も
を
連
れ
て
歩

く
女
性
の
す
ぐ
先
に
振
り
返
る
男
性
の
姿
が
あ
り
、

親
子
な
の
だ
ろ
う
と
想
像
さ
せ
ま
す
。
家
族
の
楽
し

げ
な
会
話
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
。

　

こ
の
畦
道
は
お
寺
へ
続
く
参
詣
道
な
の
で
す
が
、

お
も
し
ろ
い
の
は
田
ん
ぼ
の
真
ん
中
に
ア
ー
チ
状
の

小
さ
な
橋
が
架
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
用
水
路

を
跨
ぐ
た
め
に
架
け
ら
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
わ
ざ
わ
ざ
こ
の
形
に
し
て
い
る
の
は
、
例
え

ば
住
吉
大
社
の
入
り
口
に
あ
る
反
橋
と
同
じ
よ
う

に
、
そ
の
先
が
神
聖
な
場
所
で
あ
る
こ
と
を
示
す「
太

鼓
橋
」を
意
味
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　大淀コミュニティセンターを異なる文化が出会う拠点
にしたい。このイベントはそんな想いから生まれました。
それぞれの創作界を担う若者が出会い、刺激しあうこと
で、つながりを生み出そうというものです。
　8人の若手落語家が、テーマとなる3つのお題をくじ
引きで決定し、一見バラバラなジャンルのテーマを組み
合わせて、ひとつの噺として完成させる「三題噺（さん
だいばなし）」の創作に挑みました。この「三題噺」は、
今回の試みのために創作された新作の落語です。そして、
落語を体験したアートを学ぶ学生やデザイン系の仕事に
従事する若者が、その落語から着想を得て「1枚の絵」
を描きます。最終的にはどちらの作品からも優秀作が
選ばれ、絵本化へとつながっていきます。
　ちなみに「アニュアーレ」とは【年に1回】を意味して
おり、この「新しい落語から新しい絵本を」という夢を
追求する「落語×アートの祭典」を大淀コミュニティセン
ターで、これから先も年に1回開催します。
　イベント当日には約80人の観客が集まりました。客席は
さまざまな年代の方がおり、半分は絵を学ぶ若い学生たち
でした。もともと大淀コミュニティセンターや北区民セ
ンターには、幅広い年代の方が来館されます。しかし、
このような形で一同に会するということは珍しく、この
イベントならではの光景と言えるでしょう。

　披露された落語はどれも、若手落語家たちの個性を
活かしており、中にはおとぎ話のような世界観もあり
ました。会場が笑いに包まれる中で、この落語がどんな
絵になるのだろうと想像する楽しみもあります。こう
した期待があるのも異なる分野のコラボレーションが
実現したからです。
　もともと大淀コミュニティセンターではいろいろな
ジャンルの方が活動されています。その中で他分野にも
興味をもつキッカケが
できれば、地域の人 の々
つながりができるので
はないかと考え、本イ
ベントの開催に至りま
した。交流の幅を広
げていくことで、自身
の創作をさらに飛躍
させることができるの
ではないでしょうか。

〒531-0074 大阪市北区本庄東3-8-2
　  oyodo-comini@abelia.ocn.ne.jp 

大淀コミュニティセンター

〒530-8401 大阪市北区扇町2-1-27
　  kitakumin-center@abelia.ocn.ne.jp 

北区民センター

■編集・発行：北区民センター・大淀コミュニティセンター・
都市コミュニティ研究室

■指定管理者：一般財団法人大阪市コミュニティ協会
■発　行　月：7月・10月・1月・4月の各月下旬発行
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今回は創作や表現がメインの記事になりました。北区の
会館では絵画や習字、詩吟、踊り、演劇、音楽など、多様
なクリエイティブに携わる方が来館されます。本誌では
そんな方々の活動を広めていき、地域の人々が自分に合う
表現を見つけられる場所になれればと思います。ちなみ
に私は料理にハマっているのですが、これもクリエイ
ティブでしょうか……？

写真の８名が出演し『繁昌亭アニュアーレ』を2/19（土）開催します。会場は天満天神繁昌亭。
『大淀アニュアーレ』から、進化した創作落語が披露され、落語から着想を得て「絵本の夢」を追う
「一枚の絵」入選作も展示します。詳しくは大淀コミュニティセンター・北区民センターでチラシを
ご確認ください。次のQRコードでも確認できます。

編
集
後
記

アニュアーレ
情報

※写真は当日の若手落語家８人の熱演

祭典スタート！
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大淀コミュニティセンターで「落語とビジュアルアートのアニュアーレ」という、若手噺家とアートを学ぶ学生が
創作落語からオリジナル絵本が誕生する夢を追いかける新しい試みが行われました。その様子をご紹介いたします。

も

か　

 

り    

て
い

▶アニュアーレ広報HP　https://annuale.net/

落語 アート×

Made by Yori
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の

キタのまちのニュースレター��� 20223 冬-春号

KITA NO MACHI NO NEWS LETTER



まちを楽しく使う

　2000年にユネスコ世界遺産に
登録された「琉球大国のグスク及
び関連遺産群」は、琉球王国時代
の城（グスク跡）、形式美に抱かれ
た王家の陵墓、王家別邸だった琉
球様式の庭園、海の彼方の理想郷
「ニライカナイ」を望む御嶽（ウタ
キ：祈りの場）から構成され、本
島全域に分布する９箇所の大ス
ケール世界遺産群です（本島面積・
約1,200㎢／参考・大阪府面積・
約1,900㎢、市面積223㎢）。
　なかでも「グスク」は、本土の「お
城」とはまったくことなる城郭造
形が特徴で、美しい「それぞれの
グスク」が南北に点在しています。
沖縄県大阪事務所の大城史晃さん
にお話をお聞きしました。
　グスクの中でも、沖縄の心のよ
りどころ首里城は特別な存在です。
ところが、令和元年10月31日未明、
首里城火災が発生し正殿（本土のお

城の天守閣にあたる建物）を始めと
する９施設が消失してしまいまし
た。今現在は「首里城復興」に向け
工事が進みつつあります。
　この復元には、世界遺産である
ことから部材の隅々にまで慎重な
手立てが講じられることが求めら
れ、年数が必要です。そこで、こ
の過程を共有していただけるよう
安全には万全の体制を払いながら
「首里城復興モデルコース」とい
う、特別なガイドツアーが企画さ
れるようになりました（現在、５
コースの設定）。
　この段階的公開とともに、首里
城のシンボルでもある赤瓦を再生
利用するために「赤瓦漆喰はがしボ
ランティア活動」や様々な復興関連
イベントも企画しています。
　那覇空港から首里駅までは「ゆ
いレール（モノレール）」を利用し
乗換なしで28分・340円。首里駅

大阪駅前ビルの中には、47都道府県のうち約半数もの道府県事務所が立地しています。それはまるで、ご近所から「旅」の趣です。
ここでは北区にいながら日本中の魅力を発見できる道府県事務所の魅力をご紹介。ぜひ体験してください。

復元が待たれる「首里城・正殿」の美しい姿 わした大阪天神橋筋店

浪花百景で学ぶ大阪のまち

　「浪花百景」は、江戸後期の大坂のまちの様子を、その当時の
生活スタイルとともにうかがい知ることができる図版集です。
　「浪花百景」それぞれの図絵は、現在の大阪都心部にあた
る場所を中心に描かれており、風景だけではなく、闊達で
華やかな「天下の台所」と表現された、当時の文化や日常、
観光習俗なども読み取ることが可能です。それらはまるで
最先端の〝フォトブック〞のようなリアルな情報に満ち溢れて
います。
　このニュースレターでは、大阪大学の橋爪節也先生に
主筆をお願いし、これらの図絵にプラスして、大坂（および
大阪）の季節感とともに浪花百景を紹介していただいてい
ます。（毎号４ページに「浪花百景歳時記」として連載）
その橋爪先生からこんな提案を受けました。……それぞれ
の「百景」を拡大し完成度の高いタペストリーに仕立て、そ
れを「町並み」のように並べ、あたかも「まち歩き」している
ように楽しむことができる「展示」はできませんか？
 　この投げかけに北区民センター・大淀コミュニティセン
ターのスタッフが協議し、まちづくり系のNPOなども協力、
まず「20景」が完成しました。昨年11月にはスタッフが
集まって、北区民センターで展示の予行演習を行いました。
不安もありましたが、タペストリーの完成度は高く、様々な
角度から楽しむことができ、それらをつなぎ合わせて展示
することで（ちょっと大げさですが）幕末の町並みが出現
したような感覚を覚えました。
  このタペストリーを、3/12（土）13（日）の両日「扇町マナ
ビバ・なにわ百景⇔未来景」というイベントで初お披露目
いたします。12日・土曜日13時～15時には、橋爪節也先生の
ワークショップも計画中です。
　この両日は、フラと環境をテーマにした「マナビバ フラ 
カンファレンス」という催しも同時開催される予定で、この
二日間、北区民センターは楽しい「マナビバ」として皆様を
お待ちしています。 【両イベントとも参加費無料 ／ スケ
ジュール詳細は北区民センターHPにアップします】
※新型コロナウイルスの感染状況によりスケジュールが変更に
なる場合があります。必ず、北区民センター HPを事前にご確認
ください。

　やっと日常が
戻りつつある今
日この頃です
が、みなさん日
常のありがたみ
をひしひしと感
じておられるの
ではないでしょ
うか？　私はそ
うです。
　SNS からは各地で行われているたくさんのイベントの様子
が流れてきて、本当にこのままコロナ前の日常が戻ってくるこ
とを切に願うばかりです。
　コロナの影響なのか分かりませんが、最近本当に多くの屋
外イベントを目にします。屋外の公共空間で行われるマルシェ
や音楽会などです。それらの光景は本当に楽しそうで賑わい
があって、『屋外空間ってこんなに楽しく使えるんだな!』っ
て思わされます。また、このようなイベントが多くなったから
か、人々の屋外での過ごし方もうまくなったように感じます。
みなさんの中にも、ここ数年の間に余暇を屋外で過ごすこと
が増えた人も多いのではないでしょうか。
　今回は、そんなみなさんにも、また、まだ屋外で余暇を
過ごしたことのない人にも、「こんなまちの楽しみ方がある
んだ!」ということを知っていただければと思っています。
　前回、まちや場を『楽しく使う』ことも『まちづくり』なの
ではないかという話をしました。でも、どんな場所をどうやっ
て使ったらいいんだろう？　と思いますよね？　そんな疑問
に答えてくれる一冊の本があります。
　笹尾和宏さんの書かれた「私的に自由にまちを使う̶
PUBLIC HACK」という本です。タイトルの通り、まち（公共
空間）を自由に使っている事例や、自由に使える場所を探す
ヒントがたくさん書かれています。これを読んでいると、「あ、
あの場所って使っていい（自由に使える）場所だったんだ!」
と気づかされ、まちを歩くことが楽しくなります。
　実際に私自身、笹尾さんの PUBLIC HACK を一緒に体験
したのですが、印象的だったのは、それ自体がとても『パブ
リック』だったことです。どういうことかというと、公共の
場を「個人」で使うのではなく、いつでも知らない人も入っ
て来れるような、というか入って来たくなるような場になっ
ているのです。その理由は通りがかる人が「いいな～」と思
うこと!　だと感じました。なんだかちょっとだけちゃんと
用意されている場。缶ビールと紙皿じゃなくて、ガラスのグ
ラスとオシャレなトレーが明らかに人数分以上にあったり。
それだけで、なんだか「内輪感」がなくなりパブリックに感
じるんだと。
　みなさんもパブリックな場をパブリックに使うことをやって
みませんか？

から首里城入り口にあたる「守礼
門」までは歩いて20～ 25分です。
首里の町並みはとても風情がある
ので「歩いて」がオススメですが、
タクシー利用でもワンメーター約
５分（600円ほど）のアクセスです。
　２月から３月にかけては、プロ
野球やサッカーチームの「沖縄
キャンプ」でリゾート地が人気で
す。その前後、那覇空港到着日・
出発日いずれかの半日、空港アク
セスが確実な「ゆいレール」に乗
り那覇市街を眺望しながら、沖縄
の心を体感できる『首里城の旅・
半日コース』はおすすめです。
　そういえば……北区には沖縄名
産の名店「わしたショップ」がリン
クス梅田と「天４」商店街にある。
大阪には「沖縄の味」を楽しめる名
店も数多い。まずは大阪で沖縄の
リアルに触れ、旅の計画を練って
みたいと思います!

扇町マナビバ の

キタのまちのニュースレター編集室 岸上 純子建築家・ツキイチ屋台女将

み

写真提供：沖縄県大阪事務所／北区梅田1-1-3-2100  大阪駅前第3ビル21階　☎06-6344-6828〈開館状況は電話またはHPで事前にご確認ください〉

ツキイチ屋台から

歴史や文化・まちづくり的試み・地域探訪……などなど……「まち歩き感覚」のコラムのページです

COLUMN

沖縄県
の巻

○○○○○○○○○○○

わしたショップリンクスウメダ店

試



まちを楽しく使う

　2000年にユネスコ世界遺産に
登録された「琉球大国のグスク及
び関連遺産群」は、琉球王国時代
の城（グスク跡）、形式美に抱かれ
た王家の陵墓、王家別邸だった琉
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島全域に分布する９箇所の大ス
ケール世界遺産群です（本島面積・
約1,200㎢／参考・大阪府面積・
約1,900㎢、市面積223㎢）。
　なかでも「グスク」は、本土の「お
城」とはまったくことなる城郭造
形が特徴で、美しい「それぞれの
グスク」が南北に点在しています。
沖縄県大阪事務所の大城史晃さん
にお話をお聞きしました。
　グスクの中でも、沖縄の心のよ
りどころ首里城は特別な存在です。
ところが、令和元年10月31日未明、
首里城火災が発生し正殿（本土のお

城の天守閣にあたる建物）を始めと
する９施設が消失してしまいまし
た。今現在は「首里城復興」に向け
工事が進みつつあります。
　この復元には、世界遺産である
ことから部材の隅々にまで慎重な
手立てが講じられることが求めら
れ、年数が必要です。そこで、こ
の過程を共有していただけるよう
安全には万全の体制を払いながら
「首里城復興モデルコース」とい
う、特別なガイドツアーが企画さ
れるようになりました（現在、５
コースの設定）。
　この段階的公開とともに、首里
城のシンボルでもある赤瓦を再生
利用するために「赤瓦漆喰はがしボ
ランティア活動」や様々な復興関連
イベントも企画しています。
　那覇空港から首里駅までは「ゆ
いレール（モノレール）」を利用し
乗換なしで28分・340円。首里駅

大阪駅前ビルの中には、47都道府県のうち約半数もの道府県事務所が立地しています。それはまるで、ご近所から「旅」の趣です。
ここでは北区にいながら日本中の魅力を発見できる道府県事務所の魅力をご紹介。ぜひ体験してください。

復元が待たれる「首里城・正殿」の美しい姿 わした大阪天神橋筋店

浪花百景で学ぶ大阪のまち

　「浪花百景」は、江戸後期の大坂のまちの様子を、その当時の
生活スタイルとともにうかがい知ることができる図版集です。
　「浪花百景」それぞれの図絵は、現在の大阪都心部にあた
る場所を中心に描かれており、風景だけではなく、闊達で
華やかな「天下の台所」と表現された、当時の文化や日常、
観光習俗なども読み取ることが可能です。それらはまるで
最先端の〝フォトブック〞のようなリアルな情報に満ち溢れて
います。
　このニュースレターでは、大阪大学の橋爪節也先生に
主筆をお願いし、これらの図絵にプラスして、大坂（および
大阪）の季節感とともに浪花百景を紹介していただいてい
ます。（毎号４ページに「浪花百景歳時記」として連載）
その橋爪先生からこんな提案を受けました。……それぞれ
の「百景」を拡大し完成度の高いタペストリーに仕立て、そ
れを「町並み」のように並べ、あたかも「まち歩き」している
ように楽しむことができる「展示」はできませんか？
 　この投げかけに北区民センター・大淀コミュニティセン
ターのスタッフが協議し、まちづくり系のNPOなども協力、
まず「20景」が完成しました。昨年11月にはスタッフが
集まって、北区民センターで展示の予行演習を行いました。
不安もありましたが、タペストリーの完成度は高く、様々な
角度から楽しむことができ、それらをつなぎ合わせて展示
することで（ちょっと大げさですが）幕末の町並みが出現
したような感覚を覚えました。
  このタペストリーを、3/12（土）13（日）の両日「扇町マナ
ビバ・なにわ百景⇔未来景」というイベントで初お披露目
いたします。12日・土曜日13時～15時には、橋爪節也先生の
ワークショップも計画中です。
　この両日は、フラと環境をテーマにした「マナビバ フラ 
カンファレンス」という催しも同時開催される予定で、この
二日間、北区民センターは楽しい「マナビバ」として皆様を
お待ちしています。 【両イベントとも参加費無料 ／ スケ
ジュール詳細は北区民センターHPにアップします】
※新型コロナウイルスの感染状況によりスケジュールが変更に
なる場合があります。必ず、北区民センター HPを事前にご確認
ください。

　やっと日常が
戻りつつある今
日この頃です
が、みなさん日
常のありがたみ
をひしひしと感
じておられるの
ではないでしょ
うか？　私はそ
うです。
　SNS からは各地で行われているたくさんのイベントの様子
が流れてきて、本当にこのままコロナ前の日常が戻ってくるこ
とを切に願うばかりです。
　コロナの影響なのか分かりませんが、最近本当に多くの屋
外イベントを目にします。屋外の公共空間で行われるマルシェ
や音楽会などです。それらの光景は本当に楽しそうで賑わい
があって、『屋外空間ってこんなに楽しく使えるんだな!』っ
て思わされます。また、このようなイベントが多くなったから
か、人々の屋外での過ごし方もうまくなったように感じます。
みなさんの中にも、ここ数年の間に余暇を屋外で過ごすこと
が増えた人も多いのではないでしょうか。
　今回は、そんなみなさんにも、また、まだ屋外で余暇を
過ごしたことのない人にも、「こんなまちの楽しみ方がある
んだ!」ということを知っていただければと思っています。
　前回、まちや場を『楽しく使う』ことも『まちづくり』なの
ではないかという話をしました。でも、どんな場所をどうやっ
て使ったらいいんだろう？　と思いますよね？　そんな疑問
に答えてくれる一冊の本があります。
　笹尾和宏さんの書かれた「私的に自由にまちを使う̶
PUBLIC HACK」という本です。タイトルの通り、まち（公共
空間）を自由に使っている事例や、自由に使える場所を探す
ヒントがたくさん書かれています。これを読んでいると、「あ、
あの場所って使っていい（自由に使える）場所だったんだ!」
と気づかされ、まちを歩くことが楽しくなります。
　実際に私自身、笹尾さんの PUBLIC HACK を一緒に体験
したのですが、印象的だったのは、それ自体がとても『パブ
リック』だったことです。どういうことかというと、公共の
場を「個人」で使うのではなく、いつでも知らない人も入っ
て来れるような、というか入って来たくなるような場になっ
ているのです。その理由は通りがかる人が「いいな～」と思
うこと!　だと感じました。なんだかちょっとだけちゃんと
用意されている場。缶ビールと紙皿じゃなくて、ガラスのグ
ラスとオシャレなトレーが明らかに人数分以上にあったり。
それだけで、なんだか「内輪感」がなくなりパブリックに感
じるんだと。
　みなさんもパブリックな場をパブリックに使うことをやって
みませんか？

から首里城入り口にあたる「守礼
門」までは歩いて20～ 25分です。
首里の町並みはとても風情がある
ので「歩いて」がオススメですが、
タクシー利用でもワンメーター約
５分（600円ほど）のアクセスです。
　２月から３月にかけては、プロ
野球やサッカーチームの「沖縄
キャンプ」でリゾート地が人気で
す。その前後、那覇空港到着日・
出発日いずれかの半日、空港アク
セスが確実な「ゆいレール」に乗
り那覇市街を眺望しながら、沖縄
の心を体感できる『首里城の旅・
半日コース』はおすすめです。
　そういえば……北区には沖縄名
産の名店「わしたショップ」がリン
クス梅田と「天４」商店街にある。
大阪には「沖縄の味」を楽しめる名
店も数多い。まずは大阪で沖縄の
リアルに触れ、旅の計画を練って
みたいと思います!

扇町マナビバ の

キタのまちのニュースレター編集室 岸上 純子建築家・ツキイチ屋台女将

み

写真提供：沖縄県大阪事務所／北区梅田1-1-3-2100  大阪駅前第3ビル21階　☎06-6344-6828〈開館状況は電話またはHPで事前にご確認ください〉

ツキイチ屋台から

歴史や文化・まちづくり的試み・地域探訪……などなど……「まち歩き感覚」のコラムのページです
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わしたショップリンクスウメダ店

試
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　大淀コミュニティセンターを異なる文化が出会う拠点
にしたい。このイベントはそんな想いから生まれました。
それぞれの創作界を担う若者が出会い、刺激しあうこと
で、つながりを生み出そうというものです。
　8人の若手落語家が、テーマとなる3つのお題をくじ
引きで決定し、一見バラバラなジャンルのテーマを組み
合わせて、ひとつの噺として完成させる「三題噺（さん
だいばなし）」の創作に挑みました。この「三題噺」は、
今回の試みのために創作された新作の落語です。そして、
落語を体験したアートを学ぶ学生やデザイン系の仕事に
従事する若者が、その落語から着想を得て「1枚の絵」
を描きます。最終的にはどちらの作品からも優秀作が
選ばれ、絵本化へとつながっていきます。
　ちなみに「アニュアーレ」とは【年に1回】を意味して
おり、この「新しい落語から新しい絵本を」という夢を
追求する「落語×アートの祭典」を大淀コミュニティセン
ターで、これから先も年に1回開催します。
　イベント当日には約80人の観客が集まりました。客席は
さまざまな年代の方がおり、半分は絵を学ぶ若い学生たち
でした。もともと大淀コミュニティセンターや北区民セ
ンターには、幅広い年代の方が来館されます。しかし、
このような形で一同に会するということは珍しく、この
イベントならではの光景と言えるでしょう。

　披露された落語はどれも、若手落語家たちの個性を
活かしており、中にはおとぎ話のような世界観もあり
ました。会場が笑いに包まれる中で、この落語がどんな
絵になるのだろうと想像する楽しみもあります。こう
した期待があるのも異なる分野のコラボレーションが
実現したからです。
　もともと大淀コミュニティセンターではいろいろな
ジャンルの方が活動されています。その中で他分野にも
興味をもつキッカケが
できれば、地域の人 の々
つながりができるので
はないかと考え、本イ
ベントの開催に至りま
した。交流の幅を広
げていくことで、自身
の創作をさらに飛躍
させることができるの
ではないでしょうか。

〒531-0074 大阪市北区本庄東3-8-2
　  oyodo-comini@abelia.ocn.ne.jp 

大淀コミュニティセンター

〒530-8401 大阪市北区扇町2-1-27
　  kitakumin-center@abelia.ocn.ne.jp 

北区民センター

■編集・発行：北区民センター・大淀コミュニティセンター・
都市コミュニティ研究室

■指定管理者：一般財団法人大阪市コミュニティ協会
■発　行　月：7月・10月・1月・4月の各月下旬発行
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画

今回は創作や表現がメインの記事になりました。北区の
会館では絵画や習字、詩吟、踊り、演劇、音楽など、多様
なクリエイティブに携わる方が来館されます。本誌では
そんな方々の活動を広めていき、地域の人々が自分に合う
表現を見つけられる場所になれればと思います。ちなみ
に私は料理にハマっているのですが、これもクリエイ
ティブでしょうか……？

写真の８名が出演し『繁昌亭アニュアーレ』を2/19（土）開催します。会場は天満天神繁昌亭。
『大淀アニュアーレ』から、進化した創作落語が披露され、落語から着想を得て「絵本の夢」を追う
「一枚の絵」入選作も展示します。詳しくは大淀コミュニティセンター・北区民センターでチラシを
ご確認ください。次のQRコードでも確認できます。

編
集
後
記

アニュアーレ
情報

※写真は当日の若手落語家８人の熱演

祭典スタート！
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大淀コミュニティセンターで「落語とビジュアルアートのアニュアーレ」という、若手噺家とアートを学ぶ学生が
創作落語からオリジナル絵本が誕生する夢を追いかける新しい試みが行われました。その様子をご紹介いたします。
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▶アニュアーレ広報HP　https://annuale.net/

落語 アート×
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